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申
し
立
て 

26
年
は
３
４
、０
０
0
件
に

  　

成
年
後
見
制
度
は
平

成
12
年
に
介
護
保
険
制

度
と
同
時
に
導
入
さ
れ

ま
し
た
。「
自
己
決
定

の
尊
重
」「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」「
残

存
能
力
の
活
用
」
を
理

念
に
掲
げ
、
認
知
症
高

齢
者
や
知
的
障
害
・
精

神
障
害
等
に
よ
り
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
の

財
産
管
理
や
身
上
監
護

を
、
代
理
権
や
同
意
権

等
が
付
与
さ
れ
た
成
年

後
見
人
等
が
行
う
も
の

と
し
て
民
法
改
正
に
よ
り
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
高
裁
判
所
が
毎
年
公
表
し

て
い
る
「
成
年
後
見
関
係
事
件

の
概
況
」
に
よ
れ
ば
、
全
国
の

家
庭
裁
判
所
へ
成
年
後
見
制
度

の
利
用
を
申
し
立
て
ら
れ
た
件

数
は
、
制
度
施
行
直
後
（
平
成

12
年
４
月
～
平
成
13
年
３
月
）

が
９
、０
０
７
件
で
あ
っ
た
も

の
が
、
直
近
の
平
成
26
年
（
１

月
～
12
月
）
に
は
３
４
、３
７
３

件
と
な
っ
て
お
り
、
制
度
の
利

用
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
、「
市

区
町
村
長
」
が
申
立
人
と
な
る

ケ
ー
ス
が
年
々
増
え
て
お
り
、

平
成
26
年
に
は
全
申
立
件
数
に

占
め
る
そ
の
割
合
は
16
％
を
超

え
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
成

年
後
見
人
等
に
就
任
す
る
人

も
、
以
前
は
子
ど
も
や
兄
弟
姉

妹
な
ど
の
「
親
族
」
が
就
任
す

る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
も
の
が
、
最
近
で
は
弁
護
士

や
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な

ど
の
専
門
知
識
を
有
し
た
「
第

三
者
」
が
就
任
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
お
り
、
平
成
26
年

に
は
親
族
後
見
人
が
選
ば
れ
る

ケ
ー
ス
が
全
体
の
約
35
％
な
の

に
対
し
、
第
三
者
後
見
人
が
選

ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
約
65
％
と

な
っ
て
い
ま
す
＝
グ
ラ
フ
＝
。

県
内
で
広
が
る
新
た
な
担
い
手

　
高
齢
化
の
進
展
や
障
害
者
の

地
域
生
活
移
行
等
に
伴
い
、
制

度
利
用
に
対
す
る
需
要
は
今
後

も
増
す
一
方
で
、
成
年
後
見
人

　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平
成
11
年

10
月
か
ら
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を
対
象

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
支
援

や
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援
を
行
う
「
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
同
事
業
は
あ
く
ま
で
も
ご

本
人
に
契
約
当
事
者
と
な
る
だ
け
の
判
断
能

力
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
た
め
、
ご
本

人
の
判
断
能
力
が
低
下
す
る
と
同
事
業
で
は

支
援
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
ご
本
人
の
利
益
を
考
え

な
が
ら
、
ご
本
人
を
代
理
し
て
契
約
な
ど
の

法
律
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
成
年
後

見
制
度
」
へ
の
移
行
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

地域における成年後見制度
利用体制の強化・充実

巻頭特集 新潟県内の権利擁護体制の整備に向けた取り組み

増
え
る
制
度
の
必
要
性
　
後
見
人
確
保
が
カ
ギ

成年後見人等の選任状況 
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全国の成年後見人等の選任状況
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等
の
担
い
手
と
な
る
弁
護
士
や

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど

専
門
職
の
数
に
限
り
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
経

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
生
か
し
、

「
法
人
後
見
」
事
業
に
取
り
組

む
社
協
が
増
え
て
き
て
お
り
、

平
成
28
年
５
月
１
日
時
点

で
は
燕
市
、
柏
崎
市
、
上

越
市
、
佐
渡
市
、
新
潟
市
、

魚
沼
市
、
阿
賀
町
の
各
社

協
が
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
加
え
て
、
新
発
田
市

や
湯
沢
町
な
ど
の
社
協
で

も
今
年
度
内
に
法
人
後
見

事
業
に
取
り
組
む
予
定

で
、
現
在
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
24
年
度

以
降
、「
市
民
後
見
人
」
を

養
成
す
る
市
町
村
も
徐
々

に
増
え
て
き
て
お
り
、
現

在
は
新
潟
市
、
佐
渡
市
、

柏
崎
市
、
糸
魚
川
市
、
阿

賀
町
の
各
市
町
村
が
養
成

研
修
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
他
に
も
、
村
上
市
や
阿

賀
野
市
な
ど
の
市
町
村
や
社
協

に
お
い
て
も
、
法
人
後
見
事
業

や
市
民
後
見
人
養
成
に
向
け
て

検
討
中
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
県

内
全
体
と
し
て
成
年
後
見
制
度

の
利
用
促
進
に
向
け
た
体
制
が

着
実
に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
＝
地
図
＝
。

利
用
促
進
へ
一
層
の
地
域
連
携
図
る

　

県
社
協
で
も
平
成
25
年

度
か
ら
「
成
年
後
見
制
度

普
及
促
進
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
県
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
市
町
村
長
申
立
事
務
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
や
研
修
会
開
催
、
法
人

後
見
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
研
修
会
開

催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
新
潟
県
弁
護
士
会
か
ら
の

協
力
を
得
て
、
各
市
町
村
で
開

催
さ
れ
る
成
年
後
見
制
度
の
利

用
促
進
に
向
け
た
検
討
会
等
に

参
画
し
、
必
要
な
助
言
を
行
う

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

＝
写
真
＝
。

　
今
国
会
に
お
い
て
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
法

律
が
可
決
・
成
立
し
、
併
せ
て

成
年
後
見
人
等
の
権
限
を
一
部

拡
大
す
る
改
正
民
法
も
成
立
し

ま
し
た
。
現
行
制
度
が
始
ま
っ

て
16
年
が
経
過
し
た
今
、
成
年

後
見
制
度
を
取
り
巻
く
状
況
は

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
県
社
協
と
し
て
は

今
後
も
市
町
村
社
協
や
行
政
、

弁
護
士
会
や
家
庭
裁
判
所
な
ど

の
司
法
機
関
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

新潟県内における法人後見・市民後見人養成事業を中心とした成年後見制度関連施策への取り組み＝新潟県社協調べ

村上市成年後見制度利用促進のための関係者検討会（平成27年２月）



福祉にいがた 4

　

竹
　
内　
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
立
場

に
立
っ
て
活
動
し
て
い
る
民
生

委
員
の
役
割
が
改
め
て
問
わ
れ

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

長
谷
川　
こ
の
制
度
は
大
正

６
（
１
９
１
７
）
年
に
岡
山
県

で
発
足
し
た
制
度
が
始
ま
り
で

す
。大
正
天
皇
が
県
知
事
に「
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
は
ど
の
く

ら
い
い
る
の
で
す
か
」
と
お

聞
き
に
な
り
、
調
べ
た
と
こ

ろ
、
か
な
り
の
数
の
生
活
困

窮
者
が
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
制
度
創
設
へ
と
つ
な

が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昭
和
21（
１
９
４
６
）年
、

名
称
が
民
生
委
員
と
な
り
、

福
祉
活
動
に
も
広
く
取
り
組

む
よ
う
に
な
り
、
困
っ
て
い

る
地
域
の
方
々
と
行
政
や
専

門
機
関
を
橋
渡
し
す
る
「
つ

な
ぎ
役
」
と
し
て
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
言
で
言
う

と
地
域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
さ
ら
に
、

昭
和
22
年
の
児
童
福
祉
法
制

定
に
伴
い
、
効
率
的
な
運
用

と
援
助
を
受
け
る
住
民
の
立

場
を
考
え
、
児
童
委
員
も
兼
務

す
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
、
70

年
に
な
り
ま
す
。
平
成
６

（
１
９
９
４
）
年
か
ら
は
、
担

当
区
域
を
持
た
ず
専
ら
子
ど
も

や
子
育
て
を
支
援
す
る
主
任
児

童
委
員
制
度
も
出
来
、
新
潟
県

で
も
４
５
７
人
が
活
躍
し
て
い

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

全
県
で
約
４
８
５
０
人
奮
闘

　
竹
　
内　
全
国
で
は
23
万
人

の
民
生
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
新
潟
県
の
現
状
は
い
か

が
で
す
か
。

　
長
谷
川　
県
内
で
は
新
潟
市

も
含
め
ま
す
と
約
４
８
５
０
人

の
方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
、
日
夜
活
動
し
て
い

ま
す
。
１
人
で
受
け
持
つ
世
帯

数
は
町
村
部
で
は
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
冬
場
は
訪
問
な
ど

が
大
変
だ
と
い
う
理
由
も
あ
り

ま
す
。

　
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
齢

者
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
パ
ト

ロ
ー
ル
、
医
療
や
介
護
に
悩
ん

で
い
る
方
々
の
相
談
に
乗
り
、

子
育
て
支
援
、
職
場
復
帰
な
ど

へ
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
費
用
弁
償
に
相
当
す

る
「
活
動
費
」
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
潟
県
の
活
動
費

は
全
国
で
も
下
位
か
ら
４
、５

番
目
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

発
揮
し
て
活
動
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　
竹
　
内　
一
生
懸
命
や
っ
て

い
る
方
々
に
報
い
る
た
め
に

も
、
１
０
０
周
年
を
機
に
全
国

水
準
に
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

　

長
谷
川　
今
年
は
全
国
的
に

14
年
ぶ
り
の
改
定
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
一
気
に
と
い
う
の
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
行
政
当
局

に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

年
間
約
１
７
０
回
訪
問

個
人
情
報
把
握
に
は
制
約
も

　
竹
　
内　
近
年
は
個
人
情
報

保
護
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
暮

ら
し
の
中
に
立
ち
入
る
こ
と
へ

の
制
約
や
苦
労
も
多
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
は
民
生
委
員
制
度
が

始
ま
っ
て
１
０
０
周
年
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

新
潟
県
で
の
取
り
組
み
と
課
題
、
記
念
事
業
計
画

な
ど
に
つ
い
て
、
新
潟
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
長
谷
川
剛
会
長
に
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
竹
内
希
六
会
長
が
聞
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
と
核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄

く
な
り
が
ち
な
今
、
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
幅

広
く
活
動
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
が

一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

対談する新潟県民児協・長谷川剛会長（右）と新潟県社協・竹内希六会長

民生委員制度100周年へ
長谷川・県民児協会長に竹内・県社協会長が聞く

地域密着 多様化する相談に奮闘
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長
谷
川　
個
人
情
報
保
護
法

が
出
来
て
か
ら
は
特
に
そ
う
で

す
ね
。
ど
の
方
が
実
際
に
困
っ

て
い
る
の
か
、
な
か
な
か
把
握

出
来
ま
せ
ん
。
相
談
が
あ
っ
て

か
ら
対
応
す
る
し
か
な
い
の
が

実
情
で
す
。

　
さ
ら
に
、
誰
が
民
生
委
員
な

の
か
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
県
民
に
浸
透
し
て
い
な

い
の
が
残
念
で
す
。
そ
こ
で
、

毎
年
５
月
12
～
18
日
の
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
・
活
動

強
化
週
間
」で
は
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
名
刺
サ
イ
ズ
の
民
生
委
員

カ
ー
ド
を
持
っ
て
高
齢
者
世
帯

や
子
ど
も
の
い
る
家
庭
を
回
り

Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

知
名
度
を
上
げ
る
た
め
県
庁
構

内
へ
の
横
断
幕
設
置
や
市
町
村

ご
と
に
広
報
用
チ
ラ
シ
を
作
り

住
民
へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
一
員
で
あ
る
民
生
委

員
だ
か
ら
こ
そ
、
実
情
を
踏
ま

え
た
提
案
や
対
応
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
。
年
間
の
戸
別
訪
問

の
回
数
も
全
国
平
均
の
約

１
６
７
回
を
上
回
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
地
域
の
絆
づ
く
り

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
も
、
県
民
児
協

で
は
活
動
を
行
い
や
す
い
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
部
会
や
委
員

会
活
動
の
機
能
強
化
と
年
数
に

応
じ
た
研
修
会
の
充
実
を
図
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
機
関
誌

「
新
潟
県
民
生
委
員
児
童
委
員

だ
よ
り
」
も
４
月
発
行
分
か
ら

フ
ル
カ
ラ
ー
化
、
よ
り
見
や
す

く
し
て
県
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

な
り
手
不
足
が
深
刻

行
政
の
積
極
的
対
応
を
期
待

　

竹
　
内　

時
代
の
移
り
変

わ
り
の
中
で
、
民
生
委
員
の

役
割
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

行
政
や
他
団
体
と
の
連
携
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
ど
う
で

す
か
。

　

長
谷
川　

全
国
と
同
様
に

県
内
で
も
民
生
委
員
自
体
の

高
齢
化
と
「
な
り
手
不
足
」

が
大
き
な
問
題
で
す
。
今
年

は
３
年
に
一
度
の
全
国
一
斉

の
改
選
期
に
当
た
り
ま
す
が
、

な
り
手
が
な
い
た
め
に
年
齢

制
限
等
の
緩
和
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
行
政
側
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
一
段
と
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
長
岡
市
で
は

私
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
住

民
へ
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

現
在
、
欠
員
ゼ
ロ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
先
進
的

な
取
り
組
み
が
全
県
に
広

が
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

竹
　
内　

行
政
当
局
か
ら

も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら

わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

民
生
委
員
が
い
な
け
れ
ば
、

困
る
の
は
地
域
住
民
な
の
で

す
か
ら
。

　

長
谷
川　

地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
す
る
た
め
に
も
、

１
０
０
周
年
を
機
に
県
を
は
じ

め
行
政
当
局
の
素
早
い
対
応
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
、
認

知
症
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
高
齢
者
自
身
も
体
力
づ
く

り
の
面
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

に
入
っ
て
、
民
生
委
員
も
ク
ラ

ブ
に
顔
を
出
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努

め
、手
を
携
え
た
新
た
な
体
制
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
一
番

効
果
的
か
な
と
思
い
ま
す
。
新

聞
販
売
店
や
ヤ
ク
ル
ト
販
売
店

な
ど
と
連
携
し
た
見
守
り
活
動

の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
実

際
、
新
聞
受
け
に
３
、４
日
分

た
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
異
変

に
気
づ
い
た
例
も
あ
り
ま
し

た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
常
に
連
絡
を
取
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
や
障
害

者
、
児
童
の
交
通
事
故
増
加

を
は
じ
め
特
殊
詐
欺
、
虐
待
、

子
ど
も
の
貧
困
問
題
は
大
き

な
問
題
で
す
。
災
害
時
の
避

難
支
援
な
ど
も
日
ご
ろ
か
ら

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

来
年
秋
、
盛
大
に
記
念
大
会　

小
史
も
発
行

　

竹
　
内　

来
年
に
向
け
て
、

記
念
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

長
谷
川　

全
国
で
は
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
記
念
大
会
を

開
催
し
ま
す
が
、
県
内
で
も
５

年
ご
と
に
開
催
し
て
い
る
「
新

潟
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
」
を
記
念
大
会
と
し
て
来
年

10
月
こ
ろ
に
盛
大
に
行
う
計
画

で
、
式
典
と
講
演
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
、「
１
０
０

年
小
史
」
を
制
作
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
来
年
は
湯
沢
町
で
「
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
研
究
協
議
会
」（
９
月

下
旬
）
の
開
催
も
重
な
り
ま
す
。

諸
課
題
に
つ
い
て
の
論
議
を
一

層
深
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
竹
　
内　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
身
近
な
相
談
者
で

あ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

今
後
の
活
動
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

竹内希六会長 長谷川剛会長
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第19回 新潟県介護支援専門員実務研修受講試験（ご案内）

　この試験は、介護支援専門員になるために必要な実務研修の受講を希望する方に対して、事前に介
護保険制度や要介護認定等に関する専門知識を有していることを確認するために行われるものです。
平成16年度から新潟県の指定を受け、社会福祉法人新潟県社会福祉協議会が実施しています。

受 験 資 格

　下記の法定資格を持ち、原則として福祉や医療などの分野で通算５年以上かつ900日以上
の実務経験がある者または法定資格がなくても老人福祉施設や民間介護サービス業で通算10
年以上かつ1,800日以上の経験がある者
≪�医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法士、社
会福祉士、介護福祉士、視能訓練士、義肢装具士、歯科衛生士、言語聴覚士、あん摩マッサー
ジ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師、栄養士（管理栄養士を含む）、精神保健福祉士≫

　（注）�介護保険法施行規則及び介護支援専門員実務研修受講試験事業実施要綱が一部改正
され、受験要件の見直しが実施されましたが、経過措置が3年間実施されることによ
り、平成26年度受講試験の受験要件を満たす者も、受験対象者となります。

試 験 内 容 ・介護支援分野　�・保健医療サービス分野　�・福祉サービス分野　　　　　　　　　　　　

試 験 日 平成28年10月２日（日）午前10時�試験開始

「 手 引 き 」
配 付 期 間 平成28年６月６日（月）～７月１日（金）

申 込
受 付 期 間 平成28年６月６日（月）～７月１日（金）　※簡易書留による郵送のみ受付　当日消印有効

申込み方法

　次のいずれかで「受験の手引き」を入手し、指定の用紙により申し込んでください。
《窓口での配付》
　・新潟県内の全市町村社会福祉協議会または新潟県社会福祉協議会（試験等実施本部）の窓口
《郵送希望の場合》
　・�封筒の表左側に｢受験の手引○部請求｣と朱書きし、Ａ４版の入る定形外の返信用封筒（角
２封筒240×332㎜）を同封して、試験等実施本部まで請求してください。

　　�返信用封筒には切手を貼付し、郵便番号、住所、氏名を明記してください。
　　　貼付切手……１部請求　250円　　　　２部請求　400円
　　　　　　　　　３部請求　600円　　　　４部以上請求の場合は、ご相談ください。

試 験 会 場 新潟県立看護大学、新潟工科大学、新潟医療福祉大学、新潟青陵大学

受 験 料 8,700円

問い合わせ先

〒950－8575　新潟市中央区上所２丁目２番２号　　新潟ユニゾンプラザ�３階
新潟県介護支援専門員実務研修受講試験等実施本部(社会福祉法人新潟県社会福祉協議会内)
　（電話）025－281－5526　　（Web）http://www.fukushiniigata.or.jp
　受付時間：平日の９：00～12:00、13：00～17：00（土･日･祝日は除く）

平成28年3月28日　匿名……………………………………………………………800,000円
平成28年3月29日　学校法人三星学園にいがた製菓・調理師専門学校えぷろん…50,000円

寄　付 ありがとうございました（敬称略）



福祉にいがた7

〈SJNK15-17042　2016.02.18 作成 〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！
● 送迎・移送サービス利用者を特定したＡプラン
● 送迎・移送サービスのための自動車を特定したＢプラン

● 行事参加者（主催者〔個人〕を含みます。）全員のケガを補償（往復途上も含みます。）　● 行事主催者の損害賠償責任も補償

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！
● 在宅福祉サービス
（公的介護保険対象外
サービスを含みます。）

● 地域福祉サービス

● 障害福祉サービス
● 児童福祉サービス
● 障害者地域生活支援事業　
● 介護保険サービス　　　　 など

対象となるボランティア活動対象となるボランティア活動

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合

補償金額（保険金額）・年間保険料（１名あたり）補償金額（保険金額）・年間保険料（１名あたり）
◆グループの会則に則り企画、立案された活動であること
　（グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です。）

◆社会福祉協議会に届け出た活動であること
◆社会福祉協議会に委嘱された活動であること
※活動のための学習会または会議などを含みます。
※自宅などとボランティア活動を行う場所との通常の経路による
　往復途上を含みます。（自宅以外から出発する場合は、その場所
　と活動場所への往復途上となります。）

● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院
　した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられ
　た。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒に
　なって入院した。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って
　花びんを落としてこわした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って
　他人にケガをさせた。（賠償責任の補償）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

1,200万円 1,800万円

1,200万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円

300円 450円

430円 650円

10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円
（限度額）

300万円
（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）   

入院中の手術

外来の手術
手術

保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険者
　　自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）が、賠償責任の
　　補償については、天災に起因する場合は対象になりません。

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

平成28年度

●お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第三課
ＴＥＬ：０３（３５９３）６８２４
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉
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［内　訳］
●県社会福祉協議会	 （単位：円）

配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容
新潟県社会福祉協議会 5,436,000 成年後見制度普及促進事業他

●市町村地域配分	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

30市町村社会福祉協議会、地域団体他 226,546,890 地域福祉推進事業

●児童養護施設等就労支援
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

児童養護施設等就労等支援事業 3,220,000 運転免許取得費

●地域歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

21市町村社会福祉協議会、施設等 83,855,384 年末年始の福祉推進事業等

●地域福祉サービス事業
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

地域福祉サービス事業 4,047,794 社会的課題・生活課題解決のための支援事業

●地域福祉活動拠点整備支援事業
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

NPO法人新潟ねっと 820,000 若者の就労支援場の設置
NPO法人ボランティア亀田 964,000 地域活動支援センター利用者の就労場の設置

●ボランティア団体等活動支援事業
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

傾聴ボランティア　ほほえみ 200,000 傾聴ボランティア養成講座

フードバンクにいがた 300,000 扉付折り畳みコンテナ等の整備

NPO法人ここスタ 300,000 相談・学習会の開催

●障害者支援施設移送用車両整備
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

障害者支援施設　大峰寮 3,000,000 リフト付き車両の整備

障害者支援施設　緑風園 3,000,000 リフト付き車両の整備

●NHK歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

障害者支援施設宝珠苑　他16施設・団体 8,600,881 車両整備事業・難病支援他

●県広域社会福祉施設整備
　Ⅰ 改修関係

配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容
老人デイサービスセンターかじまちの家 1,010,000 雨漏り改修工事

●地域活動支援センタ―等障害者小規模作業所支援事業
助成事業 配　分　先 配　分　額 使途内容
研修・交流事業等 地域活動支援センター焙煎コーヒー温他27ヵ所 4,204,000 研修・交流事業等
建物修繕 地域活動支援センターUNEHAUS 352,000 建物階段の改修

備品整備

地域活動支援センター温もりハウス 240,000 陶芸用電気釜の整備

地域活動支援センターほっとスペース 291,000 冷凍庫の整備

地域活動支援センターさくら工房 75,000 オーブンレンジの整備

車両整備 地域活動支援センターぽむハウス 1,000,000 授産物品運搬用車両の整備

　Ⅱ 備品整備関係
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

就労継続支援B型　さんろーど 97,000 スチールロッカーの整備
特別養護老人ホームはさぎの里 2,000,000 温冷配膳車の整備
障害者支援施設　桐樹園 2,000,000 ナースコールの整備
就労継続支援B型ワークセンターおおすぎの里 228,000 レーザープリンターの整備
救護施設　名立園 2,000,000 特殊浴槽の整備
特別養護老人ホーム　第二平成園 2,000,000 業務用洗濯機の整備
就労継続支援B型　堀之内工芸 1,559,000 クリーニング用乾燥機の整備
高齢者グループホーム桐の花 105,000 リクライニング車椅子の整備
特別養護老人ホーム　まいこ園 600,000 大型食器洗浄機の整備

●市町村社会福祉協議会地域活動用車両
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟市社会福祉協議会他10ヵ所 12,273,000 地域福祉活動車両の整備

●地域活動支援事業
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟市新元島町自治会 106,000 側溝蓋揚機

（福）にいがた地区手をつなぐ育成会輪っとくらぶ 100,000 生活支援事業チラシポスター作成

亀田ささえあいの会 100,000 高齢者障害者への配食事業

NPO法人新潟ねっと 232,000 ニート等リワーク事業用備品の整備等

（N）三和区振興会 1,000,000 福祉車両の整備

日だまり 263,000 パソコン・スクリーン等の整備

山田さわやかボランティアクラブ 40,000 高齢者の買い物支援事業

新潟市小新第二自治会 109,000 地域の茶の間開設事業

新潟市内野上新町自治会（長寿会） 159,000 高齢者健康管理交流事業

ゆうやけこども　こどもけやき食堂運営委員会 141,000 ひとり親家庭の子供の居場所づくり事業

　Ⅲ 車両関係
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

老人デイサービスセンター愛宕の園 893,000 送迎用車両の整備
老人デイサービス悠遊くらぶ優和 2,000,000 送迎用車両の整備
就労継続支援B型　ほっとスペースしんえい 2,000,000 送迎用車両の整備
特別養護老人ホーム新潟あそか苑 2,000,000 送迎用車両の整備
老人デイサービスせったや 2,000,000 送迎用車両の整備
小規模多機能型居宅介護　あおぞら館 1,170,000 送迎用車両の整備
就労継続支援B型　あゆみの舎 1,270,000 送迎用車両の整備
松波デイサービスセンター 2,000,000 送迎用車両の整備
老人デイサービスすずらんの園 2,000,000 送迎用車両の整備
就労継続支援B型　夢工房 990,000 送迎用車両の整備

●県広域社会福祉団体
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟県母子寡婦福祉連合会 300,000 母子寡婦福祉大会
新潟県手をつなぐ育成会 229,000 研修事業
新潟県保育連盟 300,000 保育所問題研究委員会
新潟県身体障害者団体連合会 640,000 障害者福祉大会他
新潟県老人クラブ連合会 369,000 老人クラブPRリーフレットの作成
新潟県保護司会連合会 300,000 保護司会研修事業他
新潟県肢体不自由児者父母の会連合会 176,000 社会参加体験研修会他
新潟県肢体不自由児協会 250,000 ふれ愛作品展他
新潟県民生委員児童委員協議会 544,000 児童委員活動研修会他
新潟県ホームヘルパー協議会 300,000 現任ホームヘルパー研修
新潟県精神障害者家族会連合会 300,000 精神保健福祉フォーラム
新潟県災害ボランティア調整会議 300,000 災害支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成研修
新潟県里親会 300,000 里親大会研修事業他
新潟いのちの電話 620,000 電話相談員養成の研修事業他

新潟県聴覚障害者協会 200,000 全国ろうあ高齢者大会

新潟市母子寡婦福祉連合会 144,000 母子きらきらフェスタ2016

平成27年度共同募金配分公告
　厚生労働大臣の告示により、昨年10月から12月まで実施いたしました共同募金運動は、県民の皆様の温かいご理解とご協力により、
募金総額478,054,949円となりました。ここに心から感謝とお礼を申し上げますとともに社会福祉法第120条並びに本会定款第41条の
規定に基づき、募金総額及び配分結果を次のとおり公告いたします。

平成28年3月31日　社会福祉法人　新潟県共同募金会　会長　小田敏三

募金の部	 （単位：円） 配分の部	 （単位：円）
戸別募金 277,120,192

街頭募金 2,299,102

法人募金 63,987,668

学校募金 9,602,658

職域募金 13,014,728

イベント募金 1,647,462

その他の募金 17,926,874

地域歳末たすけあい募金 83,855,384

NHK歳末たすけあい募金 8,600,881

募金の部 478,054,949

県社会協議会 5,436,000

市町村地域配分（市町村社会福祉協議会等） 226,546,890

県広域社会福祉団体	 5,272,000

県広域社会福祉施設	 27,922,000

地域活動支援センター等障害者小規模作業所 6,162,000

社会福祉協議会地域活動用車両	 12,273,000

ボランティア団体 800,000

地域活動支援団体 2,250,000

児童養護施設等就労支援費 3,220,000

地域活動拠点整備支援事業費 1,784,000

地域福祉サービス事業費 4,047,794

障害者支援施設移送用車両 6,000,000

災害等準備金積立金 15,000,000

緊急災害配分金(火災・水害等見舞金）	 1,500,000

市町村共同募金委員会活動費 21,950,000

中央共同募金会分担金 2,435,000

共同募金運動推進費 43,000,000

地域歳末たすけあい募金（市町村社会福祉協議会等） 83,855,384

NHK歳末たすけあい募金（福祉施設・団体） 8,600,881

配分の部 478,054,949

Informat ion Red Feather
赤い羽根 情 報赤い羽根
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開
放
感
満
点
　
お
薦
め
は
手
打
ち
パ
ス
タ

　
広
々
と
し
た
本
格
的
中
国
庭

園
を
眺
め
な
が
ら
食
べ
る
ラ
ン

チ
は
「
し
あ
わ
せ
～
」
と
思
え

る
ひ
と
と
き
。

　
そ
の
ラ
ン
チ
は
、
若
い
女
性

に
人
気
の
あ
る
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
さ
ん
が
監
修
し
た
も
の
も
含

め
て
５
種
類
で
、
一
番
人
気
は
、

柔
ら
か
な
肉
質
と
上
品
な
う
ま

味
の
白
根
ポ
ー
ク
を
使
っ
た

「
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー
柚
子
胡
椒
ク

リ
ー
ム
」。
米
は
新
潟
市（
亀
田
）

産
と
地
元
食
材
も
使
い
、
ソ
ー

ス
も
付
け
合
わ
せ
も
手
作
り
の

味
が
評
判
だ
。

　
さ
ら
に
、
店
長
の
イ
チ
押
し

は
、
３
月
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
に
加

わ
っ
た「
海
老
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー

ム
の
フ
ェ
ッ
テ
リ
ー
ネ
」
と
「
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
の

フ
ェ
ッ
テ
リ
ー

ネ
」
の
手
打
ち

パ
ス
タ
料
理

２
種
。
各
５
食

限
定
で
完
売

す
る
日
も
あ

る
。
き
し
め
ん

の
よ
う
な
平

た
い
麺
を
店
長
自
ら
打
つ
。「
自

分
で
食
べ
て
も
お
い
し
い
と
思

う
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
一

品
だ
っ
た
が
、
出
来
上
が
り
は

完
璧
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
作

り
上
げ
た
『
物
語
』
が
詰
ま
っ

て
い
る
」
と
言
う
。

　
ド
リ
ン
ク
も
充
実
し
て
い
る
。

さ
わ
や
か
な
味
わ
い
の
「
雪
室

コ
ー
ヒ
ー
」
の
評
判
も
上
々
。

県
内
の
雪
室
で
出
番
を
待
っ
て

い
た
コ
ー
ヒ
ー
は
「
越
後
の
風

土
が
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
風

味
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

こ
と
。

　
ラ
ン
チ
と
パ
ス
タ
は
、
各
サ

ラ
ダ
と
ス
ー
プ
、
ド
リ
ン
ク
、

デ
ザ
ー
ト
が
付
い
て
８
５
０
円
。

明
る
い
店
内
か
ら
見
る
四
季
の

移
ろ
い
も
ス
パ
イ
ス
と
な
っ
て

い
る
。

福祉の店

味わい散歩

天
寿
園
カ
フ
ェ
ｋ
ｉ
ｍ
ａ
ｍ
ａ

さ
さ
え
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
協
同
組
合
新
潟

就
労
支
援
事
業
所
き
ま
ま
舎

（
新
潟
市
中
央
区
清
五
郎
６
３
３
―
８
）

◇
10
時
～
15
時

◇
月
・
天
寿
園
休
園
日
休
み

◇
☎
０
２
５
（
３
８
５
）
６
５
７
０

■�成年後見ひろげよう　県域越え社
協が研修会

　新潟県社会福祉協議会は、地域で
暮らす認知症高齢者、障害者などの
権利を守る成年後見制度の普及を目
指し、県域を越えた連携を図ってい
る。新潟市で２月10日に開催した
「成年後見制度法人後見推進研修
会」には行政や社会福祉法人などの
職員130人が参加した。
　高齢者の尊厳を保持し、暮らしを
守る地域包括ケアが機能するには、
権利擁護の仕組みづくりは大前提。
県社協はより広域的な視点で捉える
ことが重要だとして、昨年９月に全
国初の「関東甲信越静ブロック都県
社協成年後見担当職員連絡会議」を
提唱・開催した。今後も他県社協や行
政、市町村社協、他関係団体と連携し、
制度の普及促進に取り組む予定だ。

■�「隠れ待機児童」4.9万人超　「待
機」認定の倍以上

　認可保育施設に申し込んで入れな
かったのに「待機児童」と認定され
なかった子どもが、昨年４月時点で
４万９千人いたことがわかった。自
治体が認定したのは同時期で２万
3167人。その倍以上の「隠れ待機
児童」がいたことを厚生労働相が３
月18日の衆院厚労委員会で明らか
にした。

■�長岡に支所　県福祉人材センター
　県は、介護職を中心に無料職業紹
介を行う県福祉人材センター（新潟
市中央区）の支所を長岡市社会福祉
センター内（長岡市水道町３）に設
置した。月～木曜日に予約制で相談
に応じる。予約は同センター、025

（281）5523。

■�要介護率　地域差1.6倍
　65歳以上の高齢者に占める要介
護認定を受けた人の割合（要介護認
定率）は、都道府県別で最大1.6倍
の差があることが、厚生労働省の調
査で分かった。新潟県は16.6％で最
も高かったのは大阪の22.4％、最も
低かったのは山梨の14.2％で全国平
均は17.9％だった。

■�「成年後見制度」利用促進法が成立
　認知症や知的障害、精神障害など
で判断能力が不十分な人を支援する
「成年後見制度」の利用を促進する
法律が４月８日の衆院本会議で可
決、成立した。認知症高齢者らの増
加に対応し、担い手確保のため市民
の後見人を育成するほか、選任する
家庭裁判所の監督体制を強化する。

福祉NEWS 2016年３月11日～４月10日

★
天寿園天寿園

●ハードオフ
　エコスタジアム

ビッグスワン
●

鳥屋野潟

いくとぴあ
食花●

●
新潟

テルサ
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芳
香
稚
草
園
で
は
、
保
育
事

業
と
子
育
て
支
援
事
業
を
長
岡

市
栃
尾
地
域
と
見
附
市
で
展
開

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
び
、
制
度
化
さ
れ

た
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な

活
動
」
に
つ
い
て
、
保
育
園
と

し
て
で
き
る
地
域
公
益
活
動
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？　
社
会
福
祉

法
人
の
「
見
え
る
化
」
と
は
何

か
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
展
開

が
で
き
る
の
か
検
討
し
ま
し
た
。

　
す
で
に
保
育
園
（
社
会
福
祉

事
業
）
の
利
用
者
を
対
象
と
し

た
「
延
長
保
育
事
業
」
と
い
う

特
別
事
業
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
有
す
る
園
児
へ
の
対
応
（
管

理
栄
養
士
指
導
に
よ
る
献
立
立

案
、
代
替
食
材
の
提
案
等
）
を

通
じ
て
の
家
庭
・
家
族
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合

子
育
て
支
援
施
設
豊
愛
子
ど
も

の
森「
豊
愛
た
け
の
こ
ル
ー
ム
」

に
お
い
て
相
談
業
務
・
情
報
提

供
、
保
護
者
が
交
流
で
き
る
場

の
提
供
を
通
じ
て
子
育
て
、
親

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
施

設
内
に
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
お
花
ば
た
け
」
で
小
学
１
年

～
６
年
生
ま
で
を
預
か
り
、
学

習
指
導
を
取
り
入
れ
な
が
ら

「
養
護
」
と
「
教
育
」
の
場
も

実
践
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
施
設
利

用
者
の
み
を
対
象
と
し
た
関
わ

り
だ
け
で
な
く
、地
域
へ
出
向
き
、

地
域
の
中
で
身
近
な
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
存
在
す
る
事
を
目

指
し
、
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
と

連
携
を
図
り
、
当
法
人
職
員
が
定

期
的
に
老
人
介
護
施
設
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、
利
用
者
と

良
い
交
流
を
持
つ
機
会
を
持
っ

て
い
ま
す
。
手
遊
び
を
し
た
り
、

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
ん
だ
り
、
地

域
の
甚
句
や
、
民
謡
を
楽
し
ん
だ

り
、
時
に
は
一
緒
に
お
茶
を
頂
い

た
り
し
て
い
ま
す
。
当
法
人
職
員

も
最
初
は
緊
張
し
な
が
ら
の
訪

問
で
し
た
が
、
両
手
を
挙
げ
て

「
待
っ
て
い
た
よ
～
」
と
う
れ
し

そ
う
に
喜
ん
で
下
さ
る
姿
を
見

る
事
で
、
自
分
た
ち
が
地
域
に
出

向
く
こ
と
の
意
味
や
、や
り
が
い
、

う
れ
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
新
し
い
取
り
組
み
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
に
よ
り
「
絵
本
読
み
聞
か

せ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
読
み
聞
か
せ
は
夕
方
か
ら
行

い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
に
は
買

い
物
に
来
た
親
子
、
小
学
生
も

見
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
「
知
っ
て
い
る
保
育
園
の
保

育
士
が
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

る
の
で
安
心
し
て
夕
飯
の
買
い

物
が
で
き
る
」
と
言
っ
て
少
し

の
間
、
買
い
物
を
ゆ
っ
た
り
し

て
も
ら
っ
た
り
、「
家
に
帰
る
と

親
子
で
ゆ
っ
た
り
過
ご
す
時
間

が
な
か
な
か
と
れ
な
い
の
で
、

親
も
楽
し
め
て
あ
り
が
た
い
時

間
だ
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
読
み

聞
か
せ
の
参
加
か
ら
子
育
て
相

談
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
、

地
域
の
方
か
ら
の
信
頼
も
得
る

こ
と
が
で
き
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
活
動

も
少
し
ず
つ
芽
が
出
始
め
、
地

域
の
方
か
ら
も
芳
香
稚
草
園
が

「
見
え
て
き
て
い
る
」
と
い
う
実

感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
芳
香
稚

草
園
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
か
ら

認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
覚

が
芽
生
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
と
し
て
の
地
域
公
益

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
か
ら
の

「
見
え
る
化
」
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、一
方
で
私
た
ち
が「
見

え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
」
も
見

え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
社
会

福
祉
法
人
と
の
連
携
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
当
法
人
が
存
在
し

て
い
る
地
域
性
、
ニ
ー
ズ
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
、
地
域
の

方
々
と
生
き
生
き
と
共
に
歩
ん

で
い
け
る
よ
う
な
期
待
さ
れ

る
、
信
頼
さ
れ
る
「
社
会
福
祉

法
人
芳
香
稚
草
園
」
で
在
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
豊
愛
子
ど
も
の
森

施
設
長
・
小
林
尚
美
）

その２

長岡市内のショッピングセンターでの
絵本読み聞かせ

社
福
法
人
の
公
益
活
動

新
潟
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
青
年
部
会
報
告

所在地　
長岡市新栄町３丁目３番13号
電　話　0258－52－1768
ＦＡＸ　0258－52－1730
http://www.hokochisoen.jp/

◇法人情報◇

「
見
え
る
化
」
推
進
へ
絵
本
読
み
聞
か
せ

社
会
福
祉
法
人
芳
香
稚
草
園
　
わ
か
く
さ
中
央
保
育
園
・
豊
愛
子
ど
も
の
森
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
社

会
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

現
在
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
研

修
受
講
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム
を

更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
そ
の
第
一
の
強
力
ア
イ
テ
ム

は
、
各
施
設
に
お
い
て
、
職
員

の
勤
務
年
数
や
取
得
資
格
、
研

修
履
歴
が
一
覧
表
と
し
て
整
理

さ
れ
る
こ
と
で
、
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
へ
の
指

導
・
助
言
が
出

来
ま
す
。
同
時

に
、
個
々
の
職

員
に
と
っ
て

も
、
社
会
福
祉

研
修
セ
ン
タ
ー

の
研
修
や
、
他

の
団
体
が
行
う

研
修
の
受
講
実

績
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
自
身

の
意
識
の
向
上

や
目
標
設
定
に

役
立
つ
と
い
う

利
点
が
加
わ
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
そ

の
経
験
年
数
や
職
種
等
を
基

に
、
個
々
の
職
員
に
必
要
な
社

会
福
祉
従
事
者
を
対
象
と
し
た

福
祉
団
体
＝
表
＝
の
研
修
を
提

案
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
、
高
度
化
し

て
い
ま
す
。
利
用
者
の
視
点
に

立
ち
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
今
、
職
員
の
人
材

育
成
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
有
効

に
活
用
し
て
各
施
設
で
の
人
材

育
成
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

｢

児
童
福
祉
週
間｣

（
５
月

５
日
～
11
日
）
が
や
っ
て
き
ま

す
。
28
年
度
の
標
語
は｢

そ

の
笑
顔　

未
来
を
照
ら
す　

道
し
る
べ｣

（
福
島
県
の
増
戸

遥
さ
ん
・
13
歳
）
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
、
家
庭
や
地
域
で

豊
か
な
愛
情
に
包
ま
れ
、
夢

と
希
望
を
持
ち
、
未
来
の
担

い
手
と
し
て
個
性
豊
か
に
た

く
ま
し
く
育
つ
こ
と
を
願
い
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
の
柱
は
例
年
通
り
①

児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
②

家
庭
に
お
け
る
親
子
の
ふ
れ

あ
い
促
進
③
地
域
に
お
け
る

児
童
健
全
育
成
活
動
の
促
進

④
児
童
虐
待
へ
の
適
切
な
対

応
⑤
母
と
子
の
健
康
づ
く
り

の
推
進
⑥
多
様
化
す
る
保
育

需
要
等
へ
の
対
応
⑦
障
害
の

あ
る
子
ど
も
等
に
対
す
る
理

解
の
促
進
―
の
７
項
目
で
す
。

その笑顔
未来を照らす
道しるべ
５日から11日まで
「児童福祉週間」

研修提案６団体

・新潟県社会福祉協議会社会福祉研修センター
・新潟県社会福祉士会
・新潟県介護福祉士会
・新潟県介護支援専門員協会
・新潟県ホームヘルパー協議会
・新潟県老人福祉施設協議会

福
祉
職
員
の
研
修
受
講

履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

新潟県社会福祉協議会ホームページ
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と
に
か
く
「
好
奇
心
の
塊
」
で
あ
る
。

ど
ん
欲
に
知
識
の
吸
収
に
努
め
、
そ
の

知
識
が
資
格
へ
と
結
び
つ
く
。

　

介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
主
事
、
そ

し
て
５
年
前
に
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の
資
格
を
取
っ
た
。

生
活
相
談
の
仕
事
の
中
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
か
か
わ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

知
ら
な
い
者
が
口
を
出
す
こ
と
に
た
め

ら
い
も
あ
っ
た
。「
知
識
と
し
て
取
り
た

い
な
ー
」
と
の
思
い
が
強
ま
っ
た
。

　
「
取
得
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
考

え
方
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な

ぜ
こ
の
プ
ラ
ン
が
正
し
い
の
か
、
３
、４

行
の
中
に
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
積
み
上
げ
ら

れ
て
き
た
も
の
が
あ
る
の
か
。
い
か
に
手

間
ひ
ま
掛
け
て
出
来
た
計
画
な
の
か
…
」。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
も
、

自
分
た
ち
な
り
の
も
の
を
作
り
た
い
と
取

り
組
み
、
検
討
し
て
い
る
。

　

介
護
の
世
界
に
入
っ
た
の
は
20
歳
の

と
き
。
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
の
年

だ
っ
た
。
高
校
中
退
後
、
い
く
つ
か
の

バ
イ
ト
を
経
験
し
、そ
の
後
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
無
資
格
・
無
経
験
で
も
オ
ー
ケ
ー

と
い
う
新
潟
市
内
の
老
人
保
健
施
設
を

紹
介
さ
れ
、
採
用
さ
れ
た
。
軽
い
気
持

ち
で
の
就
職
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
衝
撃

を
受
け
、す
っ
か
り
「
は
ま
っ
て
し
ま
っ

た
」。

　
「
鉛
筆
を
取
る
だ
け
で
、
あ
り
が
と
う

と
言
わ
れ
る
の
で
す
よ
。
こ
ん
な
事
ぐ

ら
い
で
必
要
と
さ
れ
、
喜
ば
れ
る
の
か
」

と
思
う
と
同
時
に
「
そ
う
言
わ
れ
る
以

上
は
、
何
も
知
ら
な
い
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
な
、
と
す
ご
く
勉
強
し
た
。
今
ま

で
で
一
番
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
う
３

年
間
。「
Ｂ
Ｐ
」
が
血
圧
と
い
う
意
味
で

あ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
と
笑
う
。

　

70
人
ほ
ど
の
職
員
の
束
ね
役
。
ほ
ぼ

毎
日
、
利
用
者
の
送
迎
か
ら
介
護
、
相

談
業
務
を
精
力
的
に
こ
な
す
。「
周
り
の

方
々
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
感
謝

し
て
い
る
」。

　
介
護
・
福
祉
に
携
わ
る
職
員
の
少
な
さ

に
危
機
感
を
持
つ
。「
子
ど
も
た
ち
の『
夢
』

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
あ
れ
ば
良
い
の
に

ね
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
小

さ
い
う
ち
か
ら
興
味
を
持
つ
こ
と
が
長
期

的
な
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
」
と
言
う
。
介
護
に
携
わ
る
両
親
の
背

中
を
見
て
、
小
学
生
の
次
女
が
介
護
の
道

に
興
味
を
示
し
て
き
た
。

No.11

好奇心が原動力。ケアプラン作成の苦労も分かる

「
福
祉
に
い
が
た
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
、

知
り
た
い
テ
ー
マ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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「
老
い
て
さ
ま
よ
う

　
―
認
知
症
の
人
は
い
ま
」

◆
編
著
：
毎
日
新
聞
特
別
報
道
グ
ル
ー
プ

◆
発
行
：
毎
日
新
聞
社
出
版

【
内
容
】

　
「
老
い
て
さ
ま
よ
う
」
は

２
０
１
４
年
、
新
聞
協
会
賞
と

菊
池
寛
賞
を
受
賞
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
報
道
の
記
録
だ
。
大
阪

の
路
上
で
保
護
さ
れ
「
太
郎
さ

ん
」
と
い
う
仮
名
の
ま
ま
施
設

で
暮
ら
し
て
い
た
男
性
が
家
族

と
再
会
し
た
。

　

こ
の
再
会
劇
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
記
事
や
、
線
路
に
迷
い

込
み
轢
死
し
た
男
性
の
家
族
へ

の
賠
償
請
求
の
問
題
な
ど
を
掘

り
起
こ
し
、
行
政
を
巻
き
込
ん

で
認
知
症
問
題
を
考
え
る
契
機

を
つ
く
っ
た
毎
日
新
聞
特
別
報

道
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
行
き
場

を
失
っ
た
高
齢
者
の
リ
ポ
ー
ト

で
あ
る
。

問い合わせ 新潟県社会福祉協議会　新潟ユニゾンプラザ図書情報ルーム　☎025－281－5514
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